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新型コロナウイルス感染症対策に関する提言について 

 

新型コロナウイルス感染症対策については、子育て支援、生活支援、従事者支援、事業

者等の対策を講じていただいているところですが、町民の生命、健康、生活及び地域経済

を更に守るため、5 月 13 日付けの緊急要望に引き続き、別紙の施策について提言いたしま

す。 

また、緊急要望での対応ができていない事業については、引き続き協議検討よろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策に関する提言（第 2弾） 
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新型コロナウイルス感染症対策に関する事業提案               
 

令和 2 年 7月 20 日作成 

番号 事 業 名 内  容（目的） 対 象 備  考 

１ 
ＡＩ体温検査システムの導

入 

感染予防として、公共施設（役場、学校、オークホー

ルなど）に導入する。 
公共施設 

災害発生時には、避難所への移設も行う。＠45

万円 

２ 
図書館の図書消毒機器の導

入 
返却された図書を消毒する機器を導入 図書館 費用は未算出 

３ 議会 ICT 化 
各議員にタブレットを貸与し、リモートでの会議参加

を可能にする。ペーパーレス化も視野に入れる。 
議 会 

タブレットは購入し貸与する。議会フロア（議

場含む）は専用回線で LAN をつくる。議会外で

の通信は各自の責任において整備する。 

ペーパーレス化への対応を視野に入れておく。 

予算の概算 200 万円 

４ 飲食店応援事業 
スタンプラリーを実施し、飲食店への回遊性を持た

せ、支援する。 
飲食店 

商工会との連携を模索。町はその支援に関わる

費用を助成する。遠賀町(福岡県)を参照。 

５ 
地域活力創出事業等補助金

（提案型事業の補助） 

新たな活動への支援を行う。 

①感染症防止への取組み。②地域の活力を創出する事

業。 

事業者団体 

上限 30 万円。須坂市（長野県）を参照。 

専門家の相談窓口が必要であれば設置（既存の

相談体制で対応可能か）。 

６ 誘致企業応援事業 

誘致企業(福太郎さん)のために町として応援するた

め、めんべい、明太子等の商品引換券を全世帯に配布

する。 

福太郎 4665 世帯×1000 円＝466 万 5 千円 

７ 町内宿泊事業者への支援 
町内の宿泊事業者へ、宿泊料の半額を援助する券など

を発行。国・県の施策と併用。 
事業者 援助期間の設定が必要。 

８ 介護崩壊防止事業 
介護事業所でクラスターが発生した場合に、他の事業

所からの支援が得られるよう、調整・支援する。 
介護事業所 

添田町内だけで対応可能かは難しいところ。田

川地区で検討するのであれば、県や事業者協議

会などの中間団体との協力を。 

9 
医療・高齢者・福祉・児童

施設等従事者支援事業 

基準日に添田町に住民票があり、町外の医療機関、児

童高齢者福祉施設に従事する方に、本町の基準に準

じ、マスクなどを購入する感染予防対策費用を支給す

る。 

町民 従事者×10000 円（5000 円） 

10 子育て支援 
小学校・中学校・高校の休校で、食費の支援として、

一人当たり 1万円の商品券により支援する。 
児童生徒 

620 人×10000 円＝620 万円 

印刷代・郵送代 

11 生活支援 派遣切りや雇い止め、内定取消にあった人に 2万円。 町民  

12 生活支援 

全世帯に対し、現金もしくは、町内どこでも使える商

品券 

１万円分を支援する。 

（マスク、消毒購入への支援、住民からも声が上がっ

ている） 

町民 
4665 世帯×10000 円＝46,650,千円 

事務費 

13 ひとり親世帯の実態調査 
ひとり親世帯への実態調査を行い、生活苦になってい

る人への相談窓口の整備。 
町民  

 


